


劇場版『涼宮ハレヒちゃんの消失』（超短編）

朝、教室に入るとそこに、鈴宮ハレヒがいなかった。

キﾕン「珍しいな。あいつが俺より遅いなんてな」

？「キﾕン君、おはよう」

声はすれども、姿は見えず。

キﾕン「ん？・・・・・・どこかで聞いた事のある声だが？」

？「ここですよ、キﾕン君！」

キﾕンが後ろの席を上から覗き込むと、そこにはかつてのクラスメートがいた。

キﾕン「・・・・・・お前、ひょっとして浅倉亮子か？！・・・・・・にしても、ちっちゃ

いな！！」

あちゃくりさん「それは言うな——！」

あちゃくりさん、必死のキック。無論、届くはずもなく・・・・・・。

キﾕン「・・・・・・ハレヒがいない以前に、お前の大きさの方が問題だろ！」

と、キﾕンがあちゃくれさんをつまみ上げる。

あちゃくれさん「こらあー！離せ〜！」

じたばたする、あちゃくれさん。

キﾕン「ダメだ、こりゃ〜！」

 
 
・・・・・・中途半端に終わる！

 
朝日奈みるく「わたし、出てないですう〜」（おたおたする、ＳＡＳ団のマスコット）

小泉十樹「まったく、困ったもんです」（やれやれのポーズで）

長戸有紀「本編は、私がヒロインなのに・・・・・・・出ていない」

鈴宮ハレヒ「本編でも出番、少なかったのに、何よこれは！作者は死刑だから！！」

 
　　　　　　　　　・・・・・・　ホントに終わる！！(汗）
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